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TWO CASES OF RENAL ANGIOMYOLIPOMA
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             and Tadao KIRIYAMA
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              (Chief: Dr. T. Kiriyama)
   Two cases of renal angiomyolipoma without tuberous sclerosis are reported. The first 
case was of a 35-year-old man with complaints of right upper abdominal and right flank pain. 
Preoperative diagnosis was right renal angiomyolipoma. Thoracoabdominal radical ne-
phrectomy and lymphadenectomy were performed. The pathological diagnosis was renal 
angiomyolipoma with lymphnode involvement. The second case was of a 46-year-old woman 
whose left renal mass had been accidentally found by ultrasound study. Preoperative di-
agnosis was left renal angiomyolipoma.This tumor was enucleated from the left kidney 
through flank incision.
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なし.腹部では右腎下半を よ く触知す る も腫瘤は不


















































































































































































































臨床経過1以 上の所 見 より左腎 に発生したAML




























腎AMLの 臨床像,診 断,病 理に関する論文は多
い.本稿ではわれわれの経験 した2症例 に関係のあ
る,(1)lymphnodeinvolvementを含むいわ ゆ る


















































9)細 胞 の 多 形性,核 分 裂 像 な どにつ いて
平 滑 筋 組 織 に お い て細 胞 の 多形 成,核 分 裂 像,巨 細
胞 な どがみ られ る こ とがあ る.Priceら6)はAML30
例 中13例が 症 例 提供 病 理 学 者 に よ って悪 性 と診 断 され
た と してい る,こ の うち経 過 の判 明 して い る24例に遠
隔転 移 や 再 発 が なか った と して い る.本 邦 に お い て は
境 らIo)は腎 肉 腫H型 と して 分 類 したPringel氏病 合
併 肉 腫 を含 む,hamartomatousなorigineと考 え
られ る もの10例の 予 後 が良 好 で あ る こ と よ り,malig-
nantang三〇myolipomaとして の報 告 や そ の腫 瘍 の
origineがhamartomatousな症 例 に つ い て は腎 肉
腫 とわ けて 考 え た ほ うが よい と して い る.
h)Lymphnodeinvolvementにつ い て
腎AMLに お け るlymphnodeinvolvementの
文 献 報告 は まれ て あ る,Table3の ご と く著 者 の 調
べ え た範 囲 内 では 現 在 ま で 内外 合 わ せ て15例が 報告 さ
れ て お り,自 験 例 が16例目で ある.予 後 の判 明 して い
る15例中8例 で は1～11年 の 期 間再 発 な く生 存 して い
る.現 在 の とこ ろ1ymphnodeinvolvementlよ転 移
と して では な く腫瘍 の 多中 心 性 の表 現 と され て い る.
これ らの症 例 中 遠 隔転 移 や 死 亡例 は報 告 され て い な い
が,症 例 数 も少 な く予 後 の十 分 な追 跡 が 必 要 で あ る.
(2)Enucleationを含 む 治療 法 の選 択 に つ い て
結 節性 硬 化 症 に 合 併 し や す い多 発 性,両 側 性 の 腎
AMLの 治療 は各 症 例 に よ り異 った 対 応 が 必 要 で あ
り,今 回の 議 論 よ り除 外 した い.腎AMLのIVP,
血 管 造 影,CT,超 音波 検査 上 の 所 見 は 多数 報 告 され,
aspirationbiopsyの報 告 もみ られ る1718).特にCT
の普 及 に よ り腎AMLの 診 断 は 飛躍 的 向上 し今 後 大
部 分 の 腎AMLは 術 前 に診 断 され る もの と思 わ れ る.
術 前 に 診 断 され る こ とに よ り木腫 瘍 の治 療 に お け る最
大 の 目標 で あ る,腎 機 能 の 保存 お よび 合 併 症 の 予 防 の
達 成 も可 能 とな る.高 土 らは 工94例中,腎 摘 除術 が152
例 に お い て施 行 され2)たと して い る が,今 後 のAML





















最近経験 した腎AMLの2例 を報告 した.1例 に
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